
2024年度 船員災害防止実施計画（概要）

1. 船員災害の減少目標

2. 重点を置く災害の種類

3.  主要対策

(3) 死傷災害・疾病 防止対策（共通）

職場環境改善、健康体力状況把握、安全衛生教育高年齢・若年

外国人船員とのコミュニケーションその他

(1) 死傷災害防止対策

船内設備・作業方法等再検討、作業基準遵守、墜落制止
用器具徹底、係船設備点検保守

作業時中心

救命衣着用、生存対策講習会受講、小型旅客船特定教
育訓練

海中転落・海難

船内設備・作業方法等再検討漁船

(2) 疾病防止対策

健康検査結果活用(実態把握)、食生活改善、長時間労
働

健康確保

感染症予防対策（便覧・教本充実）感染症予防

ハラスメント防止措置、ストレスチェック実施(実態把握）ハラスメント

健康管理・労働管理システム活用IT活用

全体で▼11%
(一般船舶等▼13%、漁船▼6%)死傷災害発生率

死
傷
災
害 全体で▼20%死亡・行方不明発生人数

全体で▼9% 
（一般船舶等▼8%、漁船▼10%）

疾病発生率疾
病

全体で▼10%メンタルヘルス系疾病の発生人数

第11次基本計画期間の年度平均値と比較し、以下のとおり。
（第12次基本計画、昨年度実施計画と同一目標）

転倒、はさまれ、動作の反動・無理な動作、転落・墜落： 全体の約60%
海中転落： 死亡・行方不明者の約60%

死傷
災害

生活習慣病： 全体の約40%疾病

4.  その他重要事項

船内労働安全衛生マネジメントシステム、安全衛生教教
育実施、優良事業者認定制度推進

安全衛生管理
体制

快適な居住環境、作業環境整備改善居住環境

2022年度発生状況から以下のとおり。

第12次基本計画で定めた主要対策を引き続き推進（新規事項下線）

※上記のほか、第11次基本計画の最終実績を踏まえ、年度平均の目標も併せて設定
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船員災害発生実績(第11次基本計画 2018-2022）

第11次基本計画における最終実績は、死傷災害（全体・漁船）を除き、減少目標を達成。
2022年度（単年度）では、いずれも第11次基本計画の減少目標を達成。

（注） 「疾病」：新型コロナウイルス感染症（2021年度279人、2022年度1159人）を除く。
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2022年度の種類別発生状況

○死傷災害の種類別発生状況

○死亡・行方不明となった死傷災害の種類

○疾病の種類別発生状況

※赤枠は、生活習慣病関連

死傷災害のうち、「転倒」「はさまれ」「動作の反動・無理な動作」「転落・墜落」が約60%。
死亡・行方不明となった死傷災害のうち、「海中転落」が約60%。
疾病のうち、生活習慣病に関連するものが全体の40%。

＜死傷災害＞ ＜疾病＞
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